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昭和57年7月1

i 町の人口 1 

、 

人 口 9,650 人 （増8 ) 

男 4,595 人 （減3 ) 

女 5,055 人 （増11) 

世帯数 3,137 世帯（減8 ) 

出生 11人 転入 35人 

死亡 5人 転出 33人 

（昭和57年5月末日現在） 

19 支所（男子） 

伏原（女子）が優勝 
第17回町民バレーボール大会 

6 月13日（日）、町民会館と市場小学校体育館で、第17回 

町民バレーボール大会が行われました。 

同大会は、回を重ねるごとに白熱化し、選手、応援者 

とも地域が一丸となって熱戦を展開、男女とも前年の覇 

者、 9支所と伏原がそれぞれ優勝しました。 

（結果は、 2面に掲載） 

【スバイクヒット 9・10支所対18支所戦】 

歯みがき大会に250人が参加 
6 月6 日（日）午前9時から、同和対策中央I研修所で約250人が参加ト 

して 「健康づくり歯みがき大会」 が行われました。これは6 月の歯の 

衛生週間にちなみ実施されたもので田川歯科医師会、歯科衛生士会の 

先生による検診の結果、次の10人の方が優良な歯の持ち主として表彰 

されました。 

ン佐藤 康一（中1) レ宇都宮 雅人（小2) レ瓜生田 亜希（小母 

レ志 賀 喜則（小6) レ緒方 誠（小6) レ山 崎 亜希（小2) 

レ藤 剛人（小5) レ植田 由美子（小6) 「敬新調各1 
レ長谷川あすか（小4) レ長峰 博文（小5) 

× 

守れ人権 
【アーンしてむし歯はないかな？ 

同和問題啓発強調月間
7月1日～7月31日 

同和問題をみんなで考えましょう。赤池町では次のとおり月間中 
の行事を予定しています。 
◇7月1日・10日・20日 街頭啓発活動 
◇7月15日（村 地区公民館長等研修会（中央研修所、19時30分より） 
◇7月17日田 同推協幹事等研修会（中央研修所、13時より） 
◇7月24日（」り 全町民対象講演会（中央研修所、13時より） 

 許すな差別 
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す
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国
民
安
全
の
日
・
第
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回
社
会
を
明
る
く
す
る
 

運
動
（
謝
）
・
青
少
年
 

を
非
行
か
ら
守
る
全
国
 

強
調
月
間
（
耕
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半
夏
生
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支
所
別
軟
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野
球
大
会
 

（
闘
先
伊
）
 

（火） 

婦
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学
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譲
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七
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心
配
ご
と
相
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町
職
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採
用
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験
 

願
書
受
付
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い
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初
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心
配
ご
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勤
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日
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児
保
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婦
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学
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（
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ヤ
ン
グ
サ
ロ
ン
（
緩
瞬
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土
用
・
海
の
記
念
日
 

（水） 

町
民
プ
ー
ル
開
き
 

（棚謂爵） 

三
種
混
合
（
画
鞍
餌
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大
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心
配
ご
と
相
談
（
声
タ
m
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土
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議
会
だ
よ
り
 

一般会計予算総額 
38 億3, 540 万円に 

昭
和
五
十
七
年
第
四
 

回
五
月
臨
時
町
議
会
は
、
 

五
月
二
十
七
日
、
 
一
日
 

の
会
期
で
行
わ
れ
、
次
 

の
二
議
案
が
上
程
さ
れ
、
 

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
五
十
七
年
度
赤
 

池
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
廿
五
千
七
百
八
十
 

万
二
千
円
の
追
加
補
正
 

で
、
予
算
総
額
三
十
八
億
三
千
五
百
四
 

十
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

住
宅
団
地
内
道
路
改
良
舗
装
工
事
費
 

で
三
千
八
百
万
円
。
同
団
地
は
、
整
備
 

後
、
こ
の
単
価
を
加
え
て
今
年
度
中
に
 

売
却
予
定
で
す
。
 

過
年
度
災
害
工
事
一
千
九
百
八
十
万
 

二
千
円
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
予
算
に
 

お
い
て
繰
越
明
許
を
し
て
い
た
個
所
の
 

追
加
補
助
認
定
が
な
さ
れ
た
の
で
、
補
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

＠
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
廿
昭
和
五
十
 

七
年
度
過
疎
対
策
事
業
赤
池
総
合
住
宅
 

団
地
道
路
舗
装
工
事
の
工
事
予
定
価
格
 

の
金
額
が
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
 

町
職
員
（
現
業
職
）
の
採
用
試
験
 

7
月
 31 

日
（
土
）
に
実
施
 

現
在
、
当
町
は
、
自
主
財
政
再
建
に
 

向
っ
て
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
る
と
「
」
 

ろ
で
あ
り
、
特
に
単
独
事
業
（
国
県
補
 

助
金
の
つ
か
な
い
事
業
）
や
、
人
件
費
一
 

物
件
費
等
の
節
減
を
は
か
っ
て
い
る
現
 

状
か
ら
、
職
員
の
補
充
は
、
で
き
る
だ
 

け
行
わ
な
い
こ
と
に
し
で
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
昭
和
五
十
五
年
度
（
十
一
一
 

人
）
、
昭
和
五
十
六
年
度
（
五
人
）
に
 

職
員
の
退
職
勧
奨
等
で
、
十
八
人
の
職
 

員
が
退
職
し
、
こ
れ
に
伴
い
学
校
、
老
 

人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
、
町
立
病
院
の
現
業
 

部
門
に
勤
務
交
替
、
あ
る
い
は
、
職
務
 

内
容
等
で
補
充
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
 

い
職
場
が
生
じ
、
今
回
、
職
員
（
現
業
 

職
）
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
 

し
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
町
内
在
住
者
で
、
昭
和
 

二
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
 

二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
女
子
 

▽
試
験
日
 

七
月
三
十
一
日
（
土
）
 

午
前
九
時
半
か
ら
 
町
民
会
館
 

▽
試
験
内
容
 
教
養
試
験
・
作
文
・
面
 

接
試
験
 

▽
提
出
書
類
①
申
込
書
（
役
場
総
務
課
 

に
用
意
）
②
住
民
票
謄
本
一
通
③
健
 

康
診
断
書
一
通
④
写
真
二
枚
（
証
明
 

書
用
）
⑤
在
学
証
明
書
（
就
学
中
の
 

人
の
み
）
 

▽
採
用
予
定
人
員
 
若
干
名
 

▽
願
書
受
付
期
聞
 
七
月
十
二
日
か
ら
 

七
月
二
十
四
日
ま
で
 

詳
し
く
は
回
覧
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

I 

差
側
？
冨
に
 

前
回
で
は
、
中
世
（
鎌
倉
5
室
町
）
 

の
艦
即
g
し
て
「
誠
加
が
臓
」
 

品

慮

 

も

の

 

者
」
と
い
わ
れ
て
い
や
し
め
ら
れ
た
人
 

た
ち
が
い
た
こ
と
を
の
べ
ま
し
た
が
、
 

今
回
は
、
戦
国
時
代
か
ら
豊
臣
秀
吉
の
 

天
下
統
一
に
つ
い
て
の
べ
ま
す
。
 

お

う

に

ん

 
ら

ん

 

応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
年
、
一
四
七
 

七
年
）
か
ら
本
能
寺
の
変
（
一
五
八
一
一
 

年
）
ま
で
の
約
百
年
間
は
、
世
の
中
が
 

非
常
に
乱
れ
た
時
代
で
し
た
。
 

ま
た
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
力
 

を
た
の
み
に
し
て
、
国
づ
く
り
・
村
。
マ
n
ノ 

1 

農地の広さをはかつています～j 

けん ら 

検地 

ー
 

る
う
こ
と
）
 

に
つ
と
め
る
と
い
う
 

気
力
の
み
な
ぎ
っ
た
、
 

日
本
の
歴
史
上
も
っ
 

と
も
活
気
に
あ
ふ
れ
 

た
時
で
し
た
。
実
力
 

と
才
能
が
あ
れ
ば
、
 

だ
れ
ー
で
も
一
国
一
 

城
の
あ
る
じ
に
な
れ
 

る
る
繊
桂
 』
（
下
 

の
者
が
上
の
者
を
さ
 

し
お
い
て
勢
力
を
ふ
 

の
時
代
で
し
た
。
貧
し
い
 

百
姓
の
子
か
ら
天
下
を
統
一
し
た
豊
臣
 

秀
吉
を
は
じ
め
諸
国
の
大
名
に
な
っ
た
 

〇
小
西
行
長
 

薬
屋
の
出
身
 

〇
加
藤
清
正
 

か
じ
屋
の
出
身
 

〇
福
島
正
則
 

お
け
屋
の
出
身
 

〇
北
条
早
雲
 

浪
人
出
身
 

〇
斉
藤
道
三
 

油
売
り
の
出
身
 

な
ど
、
そ
の
当
時
で
は
い
や
し
い
と
さ
 

れ
て
い
た
身
分
の
人
た
ち
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
い
や
し
い
と
さ
れ
て
 

い
た
人
た
ち
が
百
姓
や
商
人
、
武
士
に
 

か
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

ま
た
一
方
で
は
、
貴
族
や
豪
族
、
武
 

士
が
あ
ら
そ
い
に
負
け
て
お
ち
ぶ
れ
て
 

い
く
な
ど
、
身
分
の
入
れ
か
わ
り
の
は
 

規
定
に
よ
り
町
議
会
の
承
認
を
得
ま
し
 

た。 な
お
、
五
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
 

入
札
の
結
果
、
卿
高
林
組
が
落
札
、
八
 

月
三
十
一
日
ま
で
の
工
期
で
工
事
が
行
 

わ
れ
ま
す
。
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【町立病院を視察する厚生常任 
委員会の議員さん】 

老
人
ホ
ー
ム
・
 

町
立
病
院
を
視
察
 

議
会
厚
生
常
任
委
員
会
 

六
月
四
日
団
、
午
前
十
時
か
ら
、
赤
 

池
町
議
会
厚
生
常
任
委
員
会
（
山
下
委
 

員
長
ほ
か
五
人
）
の
議
員
さ
ん
が
、
老
 

人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
お
よ
び
町
立
病
院
を
 

視
察
し
ま
し
た
。
 

天
郷
荘
の
現
在
の
入
荘
者
は
五
組
の
 

夫
婦
の
方
を
含
め
、
四
十
五
人
で
す
が
 

施
設
の
老
朽
に
よ
り
雨
漏
り
等
、
か
な
 

り
の
修
理
箇
所
や
、
ま
た
、
直
射
日
光
 

が
当
る
部
屋
も
あ
り
、
何
と
か
し
て
ほ
 

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
 

町
立
病
院
で
は
、
施
設
の
視
察
お
よ
 

げ
し
か
っ
た
の
が
戦
国
時
代
で
す
o
 

⑦
天
下
統
一
と
差
別
の
め
ば
え
 

豊
臣
秀
吉
が
全
国
を
統
一
し
た
こ
と
 

に
よ
っ
て
、
，
は
げ
し
く
ゆ
れ
動
い
た
戦
 

国
時
代
も
い
ち
お
う
お
さ
ま
り
ま
し
た
。
 

秀
吉
は
、
自
分
が
低
い
身
分
の
出
身
 

だ
け
に
、
人
び
と
が
団
結
す
る
こ
と
の
 

お
そ
ろ
し
さ
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
 

『
刀
狩
り
』
 

（
一
五
八
八
 

年
）
と
い
っ
て
、
農
民
が
武
器
を
も
っ
 

い
 
っ

き

 

て
一
撲
な
ど
を
お
こ
す
の
を
ふ
せ
ぐ
た
 

め
に
、
全
国
の
農
民
か
ら
刀
や
ヤ
リ
、
 

鉄
砲
な
ど
の
武
器
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
武
士
と
農
民
の
身
 

分
が
、
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
税
の
と
り
た
て
を
た
し
か
に
 

す
る
た
め
、
全
国
の
田
畑
の
面
積
を
は
 

か
り
な
お
し
、
作
物
の
取
れ
高
 

を
調
べ
田
畑
を
耕
作
す
る
人
を
 

は
っ
き
り
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
 

を
も
と
に
し
て
、
年
貢
を
と
り
 

た
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

け

ん

ち

 

こ
れ
を
検
地
と
い
い
ま
す
。
 

び
医
療
機
器
、
厨
房
設
備
等
の
説
明
が
 

な
さ
れ
、
耐
用
年
数
の
過
ぎ
た
も
の
、
 

不
良
機
器
等
が
相
当
数
あ
り
、
改
善
の
 

必
要
が
あ
る
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
 

施
設
の
見
学
後
、
各
職
場
の
代
表
者
 

と
交
流
会
を
行
い
、
老
人
ホ
ー
ム
で
は
 

お
年
寄
り
の
処
遇
問
題
や
施
設
の
改
善
 

等
、
病
院
で
は
医
師
不
足
の
解
消
、
医
 

療
器
具
の
改
善
、
給
食
職
員
欠
員
問
題
 

等
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
 

後
、
病
院
問
題
全
体
に
つ
い
て
は
、
町
 

議
会
と
職
員
と
の
交
流
を
進
め
て
い
く
 

こ
と
を
確
認
。
午
前
三
時
半
に
終
了
し
 

ま
し
た
。
 

第
 17 

回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果
 

【
男
子
】
 

9支所 
2 1 0

【
女
子
】
 

『F
器
 

『F
霧
 

9
支
所
 

4
 
区
 

3
支
所
 

14
 

支
所
 

8
支
所
 

西
 
町
 

伏
 
原
 所 

そ
し
て
、
秀
吉
は
、
武
士
・
町
人
 

・
農
民
の
三
身
分
を
権
力
で
は
っ
き
り
 

区
別
し
、
う
ご
か
せ
な
い
も
の
に
し
よ
 

う
と
し
ま
し
た
。
 

秀
吉
の
こ
う
し
た
民
衆
支
配
の
制
度
 

は
、
次
の
徳
川
幕
藩
体
制
へ
と
ひ
き
つ
 

が
れ
て
い
き
、
き
び
し
い
身
分
制
度
が
 

し
だ
い
に
で
き
あ
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
 

※
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
年
5

一
四
 

七
七
年
）
 

足
利
八
代
将
軍
義
政
の
と
き
、
将
軍
 

の
あ
と
つ
ぎ
の
問
題
か
ら
、
幕
府
の
中
 

で
争
い
が
お
こ
り
、
京
都
で
戦
い
が
始
 

ま
り
ま
し
た
。
諸
国
の
大
名
た
ち
も
、
 

こ
の
戦
い
に
ま
き
こ
ま
れ
、
京
都
で
の
 

戦
い
は
十
一
年
も
つ
づ
き
ま
し
た
。
 

つ
づ
く
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大
正
9
年
3
月
 
政
府
、
米
 

騒
動
で
み
せ
た
部
落
大
衆
の
エ
 

ネ
ル
ギ
ー
を
無
視
で
き
ず
、
初
 

《
め
て
部
落
改
善
費
5
万
 

議
轟
m
月佐野 

”
学
解
放
』
誌
L
に
「
特
 

】
殊
部
落
民
解
放
諭
」
を
 

》 
同
年
 11
 

月
 
奈
良
県
 

！
清
一
郎
、
西
光
万
吉
、
 

発
表
 

の
阪
本
 

駒
井
喜
 

》・・‘‘し」・ーし‘ー 
同
月
 

福
岡
県
で
松
本
治
一
 
過
の
目
ざ
わ
り
に
な
る
と
官
憲
！
 

津」滋m
舞
』
舞
舞
」
 

作
ら
『
水
平
社
創
之
事
務
所
』
 

を
設
け
、
創
立
趣
旨
書
『
よ
き
 

日
の
為
に
」
を
発
行
 

つ
く
る
 

同
 11
 

年
3
月
3
日
 
全
国
水
 

平
社
創
立
大
会
が
京
都
・
岡
崎
 諭

 

公
会
堂
で
開
か
れ
る
 

同
月
 
25
 

日
 
別
府
市
 

的
ケ
浜
部
落
 60
 

戸が、 

皇
族
の
お
召
し
列
車
通
 

節
水
の
ご
協
力
を
万
・
 

水
の
大
切
さ
は
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
 

も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
水
道
の
水
が
 

止
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
即
座
 

に
マ
ヒ
し
ま
す
。
家
庭
で
、
学
校
で
、
 

病
院
で
、
工
場
で
ー
い
た
る
と
こ
ろ
で
 

立
ち
往
生
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
半
面
、
私
た
ち
は
水
道
の
便
利
 

さ
に
慣
れ
て
、
や
や
も
す
る
と
不
断
は
 

水
の
あ
り
が
た
み
を
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な
 

い
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
健
 

康
な
と
き
は
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
意
 

識
し
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
 

今
年
も
厳
し
い
暑
さ
が
予
測
さ
れ
て
 

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
水
の
使
用
量
が
 

急
激
に
増
加
し
、
各
家
庭
に
給
水
し
て
 

い
る
水
の
量
が
不
足
し
断
水
等
の
恐
れ
 

が
あ
り
ま
す
。
道
路
、
屋
敷
内
等
の
散
 

水
は
さ
け
て
下
さ
い
。
炊
事
、
洗
濯
等
 

又
、
車
の
洗
車
な
ど
に
つ
い
て
も
極
力
 

節
水
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

な
お
、
水
道
管
の
漏
水
を
発
見
し
た
 

ら
、
役
場
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
 

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

水
道
課
 

糸状の水 ポタボタ水 
●時間で 1時間で 
約8 'Jツトル 約I')ツトル 

可
口
月
頁
】
 

【に・一 

・
日
「
日
疋
 

啓
発
元
年
と
 

し
ょ
う
ク
 

57 

年
第
1
回
同
推
協
幹
事
会
 

赤
池
町
に
お
け
る
同
和
教
育
を
推
進
 

す
る
中
心
的
団
体
、
同
和
教
育
推
進
協
 

議
会
（
香
月
章
会
長
）
の
第
一
回
幹
事
 

会
が
六
月
九
日
、
中
央
研
修
所
で
開
催
 

さ
れ
、
本
年
度
の
活
動
方
針
が
次
の
と
 

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
 

①
同
和
教
育
を
積
極
的
に
進
め
る
多
く
 

の
指
導
者
、
理
解
者
の
発
堀
と
、
指
導
 

者
の
養
成
に
努
め
る
。
 

②
同
推
協
の
活
発
化
を
は
か
る
た
め
専
 

門
部
会
を
設
置
し
、
活
動
の
長
期
、
中
 

期
、
年
次
計
画
を
早
急
に
た
て
る
 

③
同
和
問
題
を
町
民
一
人
ひ
と
り
の
も
 

の
に
す
る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
 

た
内
容
で
、
多
く
の
住
民
が
参
加
す
る
一
 

息
の
長
い
懇
談
会
を
開
催
す
る
。
 

④
広
報
活
動
を
充
実
し
て
住
民
に
理
解
 

と
認
識
を
よ
り
深
め
る
広
報
活
動
を
進
 

め
る
。
 同

推
協
五
十
七
年
度
事
業
 

〇
同
推
協
幹
事
研
修
会
甘
七
月
十
七
日
田
 

〇
支
所
長
・
駐
在
員
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
 

会
（
支
所
長
駐
在
員
会
議
で
決
定
）
 

〇
地
区
公
民
館
指
導
者
等
研
修
会
廿
七
 

月
十
五
日
困
 

〇
社
会
教
育
関
係
団
体
別
研
修
会
（
各
 

団
体
別
に
決
定
す
る
）
 

o
職
域
一
企
業
別
研
修
会
（
各
職
域
、
 

企
業
で
決
定
）
 

〇
地
区
懇
談
会
の
開
催
（
七
月
よ
り
）
 

か
 



(5） 第234 号 け 昭和57年7月1日 （4 ) い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

第234 号 昭和57年7月1日 け
 

カ、 し、 あ
 

報
 

広
 

七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
 

る
全
国
強
調
月
間
」
 
が
実
施
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成
 

す
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
課
題
で
す
が
 

近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
著
し
く
増
加
 

し
て
お
り
、
内
容
的
に
も
、
い
わ
ゆ
る
 

非
行
の
低
年
齢
化
、
 
一
般
化
の
傾
向
が
 

進
み
、
特
に
最
近
で
は
校
内
暴
力
、
家
 

庭
内
暴
力
等
の
暴
力
非
行
が
多
発
す
る
 

な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
 

少
年
の
非
行
化
防
止
は
、
家
庭
、
学
 

校
、
地
域
社
会
等
関
係
機
関
が
一
体
と
 

な
り
地
域
ぐ
る
み
で
こ
れ
に
当
ら
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
 

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
理
想
で
あ
り
、
 

現
実
は
果
し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
る
で
 

し
ょ
う
か
。
 

非
行
少
年
を
持
つ
親
か
ら
は
、
 

「も 

う
少
し
先
生
（
学
校
）
が
し
っ
か
り
し
 

て
く
れ
な
け
れ
ば
。
」
 

学
校
当
局
者
か
ら
は
、
 

『
も
う
少
し
 

家
庭
が
子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
責
任
 

を
持
っ
て
ほ
し
い
。
』
と
い
う
言
葉
を
 

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
非
行
少
年
を
持
つ
親
は
先
 

生
に
、
学
校
側
は
少
年
の
親
（
家
庭
）
 

に
そ
の
責
任
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
 

い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
生
徒
、
 

児
童
の
非
行
に
つ
い
て
保
護
者
お
よ
び
 

学
校
の
い
ず
れ
に
責
任
が
あ
る
か
を
論
 

ず
る
こ
と
は
避
け
ま
す
。
 

冒
頭
に
全
国
的
傾
向
と
し
て
、
非
行
 

の
低
年
齢
化
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
 

事
実
、
私
た
ち
の
住
む
赤
池
町
で
も
、
 

小
・
中
学
生
の
非
行
が
多
く
、
そ
の
傾
 

向
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

表
1

は
、
田
川
署
管
内
で
刑
法
犯
で
 

検
挙
さ
れ
た
人
数
で
、
昭
和
五
十
五
年
 

と
五
十
六
年
を
対
比
し
て
い
ま
す
。
普
 

通
刑
法
犯
少
年
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
刑
法
犯
少
年
を
学
職
別
に
分
け
 

る
と
表
2

の
通
り
で
す
。
 

昭
和
五
＋
 

六
年
中
の
田
川
署
管
内
の
刑
法
犯
少
年
 

は
、
表
に
示
す
と
お
り
四
百
九
人
の
少
 

年
が
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
を
よ
く
 

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
四
百
九
人
中
、
小
 

学
生
四
十
五
人
、
中
学
生
二
百
二
十
一
 

人
、
高
校
生
八
十
三
人
。
な
ん
と
、
四
 

百
九
人
中
、
・
三
百
三
十
九
人
（
八
十
一
一
 

努
ト
）
が
生
徒
、
児
童
で
占
め
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

こ
の
現
実
を
見
る
と
き
、
学
校
の
先
 

生
方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
 

の
で
し
ょ
う
か
。
生
徒
、
児
童
の
非
行
 

が
多
い
の
を
、
す
べ
て
学
校
当
局
の
責
 

任
と
は
申
し
ま
せ
ん
。
前
述
の
よ
う
に
 

非
行
少
年
の
保
護
者
の
問
題
、
社
会
環
 

『
防
ご
う
非
行
 

助
け
よ
う
立
ち
直
り
 

覚
せ
い
剤
追
放
』
 

第
 32 

回
 

“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
）
 

一
、
趣
旨
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〈
 

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
 

の
ピ
ー
ク
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

非
行
の
低
年
令
化
、
 
一
般
化
等
の
傾
 

向
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
 

る
う
え
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
、
万
 

引
や
学
校
内
、
家
庭
内
暴
力
が
激
増
し
 

覚
せ
い
剤
（
ふ
も
と
刑
務
所
収
容
者
中
 

覚
せ
い
剤
犯
罪
者
は
三
十
三
ぐ
ノ
ト
、
全
 

国
的
で
は
四
十
五
ジ
ト
）
シ
ン
ナ
ー
等
 

薬
物
乱
用
お
よ
び
女
子
非
行
も
引
続
き
 

増
加
し
、
暴
走
族
に
よ
る
集
団
暴
力
事
 

件
、
少
年
に
よ
る
通
り
魔
事
件
の
発
生
 

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
 

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
 

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
 

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
 

運
動
で
す
。
 

ニ
、
重
点
目
標
 

「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
 

行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
 !

 

も
跡
を
絶
た
な
い
な
ど
極
め
て
憂
慮
す
 

べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
 

況
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関
 

団
体
は
も
と
よ
り
家
庭
、
学
校
、
職
場
 

更
に
は
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
力
 

を
合
わ
せ
、
少
年
の
非
行
防
止
と
非
行
 

に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
援
助
の
た
め
地
 

域
活
動
を
一
層
強
力
に
推
進
す
る
必
要
 

が
あ
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
今
回
、
本
運
動
の
重
点
目
標
 

を
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
 

ノ
 

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
の
 

実
現
は
国
民
全
て
の
願
い
で
あ
り
、
特
 

に
次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
に
走
ら
せ
 

ず
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を
援
 

助
す
る
た
め
の
地
域
活
動
は
着
実
に
伸
 

展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
少
年
非
行
は
依
然
 

と
し
て
増
加
を
続
け
、
今
や
戦
後
第
三
 

非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
 
と
定
め
た
 

も
の
で
す
。
 

主
唱
 

※
福
岡
県
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

実
施
委
員
会
 

※
赤
池
町
保
護
司
会
 

※
赤
池
町
更
生
保
護
婦
人
会
 

※
福
岡
県
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
防
 

止
推
進
員
（
定
宗
美
義
）
 

※
赤
池
町
教
育
委
員
会
 

】

 

刑法犯の検挙人数（田川署管内） 割
 
\3
 

\
 \'
J 

A
 I
J
 

放
 

火
 

強
 

盗
 

強
 

姦
 

暴
 

行
 

傷
 

害
 

恐
 

喝
 

窃
 

盗
 

横
 

領
 

わ
い
せ
っ
 

そ
 
の
 
他
 

計
 

55 2 2 っJ 2 349 7
 

15 380 

56 2 3 12 10 7 343 17 15 409 

増減 -2 +2 +2 + 10 +7 +5 -6 +10 士0 +29 

境
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
原
因
が
考
え
ら
れ
 

ま
す
。
 

子
ど
も
に
対
す
る
家
庭
教
育
や
地
域
 

活
動
は
果
た
し
て
十
分
で
あ
っ
た
か
、
 

も
う
一
度
考
え
な
お
し
て
み
る
必
要
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

⑥
非
行
を
防
止
す
る
た
め
 

家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
の
ポ
イ
ン
ト
 

①
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
の
家
庭
を
つ
く
 

り
ま
し
ょ
う
 

『
心
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
』
 

〇
子
ど
も
に
話
し
か
け
、
子
ど
も
の
話
 

に
耳
を
傾
け
る
 

o
父
親
は
厳
格
に
、
母
親
は
受
情
を
基
 

本
と
し
た
し
つ
け
を
 

②
子
ど
も
を
育
て
る
親
の
責
任
を
自
覚
 

し
ま
し
ょ
う
 

『
過
保
護
に
し
た
り
 

放
任
し
な
い
よ
う
に
』
 

、

？

 

⑥
地
域
活
動
 

地
域
の
連
帯
感
が
う
す
れ
、
少
年
の
 

非
行
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
 

で
手
を
と
り
合
い
「
人
の
子
も
、
わ
が
 

子
」
と
い
う
気
持
ち
で
 

〇
少
年
に
対
す
る
愛
の
声
か
け
 

〇
少
年
を
取
り
ま
く
有
害
環
境
の
排
除
 

を
進
め
て
、
少
年
の
非
行
を
防
止
し
 

ま
し
ょ
う
 

赤
池
町
地
区
公
民
館
連
合
会
で
は
、
 

本
年
度
の
重
点
目
標
の
ー
つ
に
「
青
少
 

刑法犯少年の学職別分類 表2. 

』
磯
A
ハ
 

児 童・生 徒 
有
 

職
 

無
 

職
 

計 小
学
生
 

中
学
生
 

高
校
生
 

大
学
生
 

そ
の
他
 

55 74 m 
49 2

 
25 19 380 

56 45 m 
83 1 h

I
'
 

29 33 409 

増減 -29 士0 +34 +1 +5 +4 +14 +29 

〇
叱
る
べ
き
と
き
は
、
き
然
と
叱
る
 

〇
自
信
と
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
 
一
貫
性
 

の
あ
る
し
つ
け
を
す
る
 

③
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え
ま
し
ょ
う
 

『
子
ど
も
の
成
長
に
 

応
じ
た
し
つ
け
を
」
 

〇
や
っ
て
良
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
の
け
 

じ
め
を
機
会
あ
る
ご
と
に
教
え
る
 

O
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、
人
に
 

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
教
え
る
 

④
人
間
性
豊
か
に
育
て
ま
し
ょ
う
 

『
自
立
心
、
耐
性
、
協
調
性
 

思
い
や
り
な
ど
」
 

o
子
ど
も
の
い
い
な
り
に
な
ら
ず
、
が
 

ま
ん
強
い
子
に
育
て
る
 

⑤
い
っ
も
暖
か
い
励
ま
し
を
与
え
ま
し
 

よ・フ つ
ー
つ
叱
っ
た
ら
、
三
つ
ほ
め
る
」
 

〇
子
ど
も
の
身
の
ま
わ
り
、
行
動
に
注
 

意
を
払
う
 

〇
子
ど
も
の
長
所
を
見
つ
け
、
ほ
め
た
 

り
励
ま
し
を
忘
れ
ず
に
 

年
の
健
全
育
成
」
を
取
り
上
げ
『
オ
ア
 

シ
ス
運
動
』
の
推
進
を
呼
び
か
け
る
こ
 

と
に
し
て
お
り
、
地
区
公
民
館
で
は
、
 

す
で
に
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
 

す。 

み
な
さ
ん
の
積
極
的
参
加
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
P
T
A

、
育
成
会
、
補
動
員
 

の
活
動
を
期
待
し
ま
す
。
 

（
次
号
で
は
赤
池
町
の
実
態
を
掲
載
）
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
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『地域改善対策 
特別措置法』制定さる 

四
月
一
日
か
ら
同
 

和
対
策
事
業
特
別
措
 

置
法
に
か
わ
っ
て
『
 

地
域
改
善
対
策
特
別
 

措
置
法
』
が
五
年
間
 

の
期
限
で
立
法
制
定
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

同
和
対
策
事
業
特
 

別
措
置
法
の
十
三
年
 

間
に
わ
た
る
同
和
関
 

係
施
策
の
推
進
に
よ
 

っ
て
、
国
民
の
同
和
 

問
題
に
関
す
る
理
解
 

度
も
高
ま
っ
て
、
そ
 

れ
な
り
の
成
果
が
あ
 

っ
た
も
の
の
、
今
日
 

い
ま
だ
に
国
民
的
課
 

題
で
あ
る
と
い
う
認
 

識
は
徹
底
せ
ず
、
多
 

く
の
差
別
が
依
然
と
 

し
て
跡
を
絶
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
 

今
回
施
行
さ
れ
た
『
地
域
改
善
対
策
 

特
別
措
置
法
』
は
、
旧
同
対
法
を
踏
襲
 

し
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
を
保
 

障
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
 

り
、
差
別
を
根
絶
し
、
生
活
の
安
定
と
 

福
祉
の
向
上
等
を
図
る
法
律
で
す
。
 

地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
 一 

（
目
的
）
 

第
一
条
 

こ
の
法
律
は
、
す
ぺ
て
の
国
 

民
に
基
本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
す
 

る
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
 

歴
史
的
社
会
的
理
由
に
よ
り
生
活
環
 

境
等
の
安
定
向
上
が
阻
害
さ
れ
て
い
 

る
地
域
（
以
下
「
対
象
地
域
」
と
い
 

う
。
）
に
つ
い
て
生
活
環
境
の
改
善
 

産
業
の
振
興
、
職
業
の
安
定
、
教
育
 

の
充
実
、
人
権
擁
護
活
動
の
強
化
、
 

社
会
福
祉
の
増
進
等
に
関
す
る
政
令
 

で
定
め
る
事
業
（
以
下
「
地
域
改
善
 

対
策
事
業
」
 
と
い
う
。
）
の
円
滑
な
 

実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
特
別
の
 

措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
 

地
域
に
お
け
る
経
済
力
の
培
養
、
住
 

民
の
生
活
の
安
定
お
よ
び
福
祉
の
向
 

上
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
 

る。 
（
地
域
改
善
対
策
事
業
の
推
進
等
）
 

第
二
条
 
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
は
、
 

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
協
 

力
し
て
、
地
域
改
善
対
策
事
業
を
迅
 

速
か
つ
総
合
的
に
推
進
す
る
よ
う
に
 

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
 

域
改
善
対
策
事
業
を
実
施
す
る
に
当
 

た
っ
て
は
、
対
象
地
域
と
そ
の
週
辺
 

地
域
と
の
一
体
性
の
確
保
を
図
り
、
 

公
正
な
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
 

3
、
国
民
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業
の
 

本
旨
を
理
解
し
て
、
相
互
に
基
本
的
 

人
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
地
域
 

改
善
対
策
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
協
 

力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
 

（
特
別
の
助
成
）
 

第
三
条
 
地
域
改
善
対
策
事
業
で
こ
れ
 

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
国
が
負
担
 

し
、
ま
た
は
補
助
す
る
も
の
に
対
す
 

る
そ
の
負
担
ま
た
は
補
助
に
つ
い
て
 

は
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
場
 

合
を
除
き
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
三
 

分
の
二
の
割
合
を
も
っ
て
算
定
す
る
 

も
の
と
す
る
。
 

2
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
律
の
 

規
定
で
国
の
負
担
ま
た
は
補
助
の
割
 

合
と
し
て
三
分
の
二
を
下
る
割
合
を
 

定
め
て
い
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
 

め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
？
」
 

れ
を
三
分
の
二
と
す
る
も
の
と
す
る
 

（
地
方
債
）
 

第
四
条
 
地
域
改
善
対
策
事
業
に
つ
き
 

地
方
公
共
団
体
が
必
要
と
す
る
経
費
 

に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
法
（
昭
和
 

二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
五
条
 

第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
経
費
に
該
 

当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
地
方
 

債
を
も
っ
て
そ
の
財
源
と
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
。
 

2
、
地
方
改
善
対
策
事
業
に
つ
き
地
方
 

公
共
団
体
が
必
要
と
す
る
経
費
の
財
 

源
に
充
て
る
た
め
起
こ
し
た
地
方
債
 

は
、
資
金
事
情
の
許
す
限
り
、
国
が
 

資
金
運
用
部
資
金
ま
た
は
簡
易
生
命
 

保
険
お
よ
び
郵
便
年
金
特
別
会
計
の
 

積
立
金
を
も
っ
て
そ
の
全
額
を
引
き
 

受
け
る
も
の
と
す
る
。
 

（
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要
額
へ
 

の
算
入
）
 

第
五
条
 
地
域
改
善
対
策
事
業
に
つ
き
 

地
方
公
共
団
体
が
必
要
と
す
る
経
費
 

の
財
源
に
充
て
る
た
め
起
こ
し
た
地
 

方
債
で
自
治
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
 

に
係
る
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
は
 

地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
 

律
第
二
百
十
一
号
）
の
定
め
る
と
こ
 

ろ
に
よ
り
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
 

交
付
す
べ
き
地
方
交
付
税
の
額
の
算
 

定
に
用
い
る
基
準
財
政
需
要
額
に
算
 

入
す
る
も
の
と
す
る
。
 

附
則
 

（
施
行
期
日
）
 

1
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
 

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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糾っ 

10時からI8時まて‘I 

みんなの 

，観 
広場 

オ
ア
シ
ス
運
動
を
 

推
進
し
よ
う
 

オ
は
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ア
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
す
 

シ
は
、
し
つ
れ
い
し
ま
し
た
 

ス
は
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
 

“
黄
信
号
は
ス
ト
ッ
プ
で
す
）
 

胃 
【
横
断
歩
道
は
、
 

保育園児が田植え 
農家の皆さんの 

ご協力で体験作業 

上
野
小
・
市
場
小
で
 

「
交
通
安
全
教
室
」
開
か
る
 

手
を
上
げ
て
、
右
を
見
て
 

左
を
見
て
、
も
う
一
度
右
】
 

六
月
は
、
町
内
約
二
百
 

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
ん
 

ぼ
で
ー
せ
い
に
田
植
え
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
内
 

四
保
育
所
の
五
歳
児
も
そ
 

れ
ぞ
れ
、
初
め
て
の
田
植
 

え
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
 

「
お
百
姓
さ
 

ん
あ
り
が
と
う
」
 
と
い
う
 

年
間
保
育
テ
ー
マ
に
そ
っ
 

た
体
験
作
業
と
し
て
、
各
 

農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
 

し
た
も
の
で
、
上
野
保
育
所
は
十
六
日
、
 

三
十
．
人
が
山
村
清
孝
さ
ん
の
田
ん
ぼ
 

で
、
赤
池
保
育
所
は
十
七
ロ
、
三
十
人
 

が
安
永
栄
一
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
中
尾
 

保
育
所
も
十
七
日
、
四
十
六
人
が
太
田
 

芳
彦
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
ま
た
市
場
保
 

育
所
は
十
九
日
、
二
十
一
人
が
白
川
勝
 

広
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
ふ
れ
合
い
学
級
 

の
お
母
さ
ん
方
も
参
加
し
て
、
ど
ろ
ん
 

、
 

ノ
 

六
月
十
五
日
因
市
場
小
 

学
校
、
十
七
日
困
上
野
小
 

学
校
で
新
入
学
児
童
を
対
 

象
に
し
た
交
通
安
全
数
室
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

田
川
警
察
署
の
三
人
の
 

交
通
巡
視
員
の
方
と
交
通
 

安
全
協
会
赤
池
支
部
の
皆
 

さ
ん
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
 

の
体
育
館
で
、
交
通
安
全
 

知
識
の
修
得
の
た
め
の
紙
 

芝
居
、
運
動
場
で
模
擬
信
 

号
機
に
よ
る
、
正
し
い
横
 

断
歩
道
の
渡
り
方
を
実
践
 

し
ま
し
た
。
 

こ
の
教
室
を
機
に
、
今
 

後
、
い
ま
わ
し
い
交
通
事
 

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
正
し
 

い
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
 

し
ょ
う
。
 

) 

こ
に
な
り
な
が
ら
、
も
ち
苗
を
植
え
付
 

け
ま
し
た
。
 

各
園
で
は
、
今
後
も
観
察
を
続
け
な
 

が
ら
、
収
穫
か
ら
も
ち
つ
き
ま
で
行
う
 

予
定
で
す
。
 

【どろんこで田植え、赤池保育所の園児】 

●
●
●
●
‘
◆
●
◆
●
●
●
》
◆
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
‘
●
●
◆
●
・
 

ク
雨
の
中
ク
 

上
野
峡
の
清
掃
 

町
商
工
会
青
年
部
 

六
月
十
三
日
囲
、
午
前
八
時
半
か
ら
 

町
商
工
会
青
年
部
（
大
島
勇
夫
部
長
、
 

三
十
人
）
の
皆
さ
ん
が
上
野
峡
の
清
掃
 

を
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
 

青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、
 

「
か
じ
か
橋
」
 

や
「
白
糸
の
滝
」
一
帯
を
草
か
り
、
土
 

砂
上
げ
と
、
く
ま
な
く
清
掃
、
ず
ぶ
濡
 

れ
に
な
り
な
が
ら
の
大
変
な
重
労
働
で
 

し
た
が
、
郷
土
の
誇
り
で
も
あ
り
財
産
 

で
あ
る
上
野
峡
を
少
し
で
も
美
し
く
し
 

団体戦で3位入賞．ク 

赤池チーム 
金田町少年剣道大会に参加 

金
田
町
剣
道
場
 

の
竣
工
、
開
場
を
 

記
念
し
て
、
六
月
 

六
日
午
前
十
時
か
 

ら
、
下
田
川
四
カ
 

町
の
招
待
少
年
剣
 

道
大
会
が
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

小
学
生
団
体
戦
 

お
よ
び
中
学
男
女
 

個
人
戦
に
十
団
体
、
 

百
五
十
人
の
少
年
 

少
女
剣
士
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
、
 

見
応
え
あ
る
試
合
ぶ
り
で
し
た
。
 

当
町
の
少
年
少
女
剣
士
の
皆
さ
ん
も
 

目
覚
ま
し
い
活
躍
で
優
秀
な
成
績
を
納
 

【
建
闘
し
た
赤
池
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
】
 

め
ま
し
た
。
 

参
加
選
手
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 

（
敬
称
略
）
 

【
小
学
生
団
体
戦
】
 

三
位
入
賞
 

先
峰
廿
沢
田
滋
示
三
）
・
次
峰
廿
沢
田
徹
 

（
小
四
）
・
四
将
廿
田
中
淳
（
小
四
）
・
中
堅
ー
 

木
村
陽
子
宗
四
・
三
将
ー
高
林
真
司
宗
 

五
）
・
副
将
廿
原
田
種
史
（
坐
（
)
‘
大
将
廿
 

稲
垣
登
一
（
坐
（
】
 

【
中
学
個
人
戦
】
 

優
勝
ー
中
野
亜
子
（
中
三
）
・
準
優
勝
廿
長
 

谷
川
敬
二
革
ニ
）
・
三
位
廿
大
穂
美
保
（
中
 

ニ
）
・
植
田
博
喜
（
史
】
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昔
に
返
っ
て
 

・ 

竹
馬
作
り
．
￥
・
 

中
尾
保
育
所
園
児
の
父
母
 

六
月
十
三
日
卿
、
中
尾
保
育
所
の
園
 

児
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
が
竹
馬
 

作
り
を
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
保
育
テ
ー
マ
の
中
に
 
「ぼ 

く
ら
の
サ
ー
カ
ス
」
 
と
い
う
テ
ー
マ
が
 

あ
り
、
ま
た
、
四
歳
児
の
頃
が
人
生
で
 

【
お
父
さ
ん
う
ま
く
で
き
る
か
な
？
】
 

よ
う
と
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
、
 

正
午
ま
で
清
掃
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
同
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、
カ
 

ー
ブ
ミ
ラ
ー
み
が
き
、
空
カ
ン
拾
い
な
 

ど
の
奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
人
 

数
が
少
な
い
た
め
、
思
っ
た
よ
う
に
活
 

動
が
出
来
ず
、
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
 

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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A
 

つ
 
れ

づ

れ

に

⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

〇
植
樹
せ
し
桜
花
園
児
を
友
と
し
て
 

〇
経
書
を
ば
寺
に
納
め
て
初
夏
近
し
 

〇
紙
か
ぶ
と
節
句
の
料
理
に
飾
ら
れ
し
 

〇
病
窓
を
開
け
て
立
夏
の
大
気
吸
ふ
 

O
く
ず
湯
の
み
身
に
つ
く
足
ど
り
夏
に
 

入
る
 

〇
卒
中
の
後
遺
ど
こ
や
ら
窓
若
葉
 

町
民
会
館
投
句
箱
よ
り
 

o
雪
積
も
る
剣
道
館
の
少
年
足
燃
ゆ
る
 

〇
剣
道
の
少
年
の
声
重
な
り
て
雪
静
か
 

〇
白
き
息
吐
き
つ
戻
り
つ
雪
暮
れ
る
 

o
竹
力
振
る
面
往
き
か
い
て
二
月
の
汗
 

（
誠
心
館
け
い
こ
場
に
て
）
 

赤
池
本
町
一
 

丸
山
鈴
子
 

〇
初
髪
を
結
っ
て
ほ
ん
の
り
染
め
る
ほ
 

ほ
 

（
匿
名
）
 

一
番
運
動
機
能
の
発
達
す
る
と
き
で
も
 

あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
先
生
方
の
竹
 

馬
作
り
を
し
た
い
と
思
う
気
持
ち
を
、
 

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
が
、
快
く
引
 

き
受
け
ら
れ
、
父
の
日
を
前
に
、
お
父
 

さ
ん
か
ら
子
供
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
 

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

竹
は
、
上
野
薬
王
寺
の
安
武
賢
次
さ
 

ん
が
寄
贈
、
西
町
の
日
野
茂
さ
ん
の
指
 

導
で
、
約
五
十
人
の
お
父
さ
ん
、
お
母
 

さ
ん
は
、
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
 
一 

生
け
ん
命
竹
馬
作
り
を
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
同
保
育
所
で
は
、
残
っ
た
竹
 

で
、
水
鉄
砲
や
、
竹
ト
ン
ボ
な
ど
も
作
 

っ
て
お
り
、
既
製
の
お
も
ち
ゃ
を
た
だ
 

買
っ
て
与
え
る
の
と
異
な
り
、
父
と
子
 

の
ふ
れ
合
い
で
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
は
、
 

千
金
の
値
打
ち
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

J 

〇
雪
降
れ
ば
想
い
出
す
の
は
お
さ
な
き
 

日
 

（
匿
名
）
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 静
 
日
 

あ
ゆ
み
句
会
 

ま 

桑
野
園
女
記
 

☆
祝
ぎ
の
旅
 

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
白
石
天
留
翁
先
 

生
を
ご
招
待
し
て
、
お
祝
い
の
一
泊
旅
 

行
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
 

ろ
ん
句
を
作
っ
て
楽
し
む
旅
行
で
す
。
 

四
月
二
十
八
日
午
後
二
時
、
二
台
の
 

車
に
分
乗
し
て
赤
池
を
出
発
。
風
に
そ
 

よ
ぐ
若
葉
を
車
窓
に
眺
め
な
が
ら
、
旬
 

心
は
徐
？
に
育
っ
て
行
く
。
 

o
米
寿
祝
ぐ
師
と
春
惜
し
む
旅
に
し
て
 

春
 
翁
 

〇
逝
く
春
の
旅
同
好
に
い
た
は
ら
れ
 

天
留
翁
 

☆
つ
つ
じ
寺
 

途
中
つ
つ
じ
で
有
名
な
佐
賀
県
大
興
 

善
寺
に
車
を
止
め
ま
し
た
。
参
道
に
は
 

植
木
市
も
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
ず
 

寺
へ
と
誰
の
足
も
向
っ
て
行
き
ま
し
た
（
 

〇
つ
つ
じ
寺
へ
植
木
市
に
は
目
も
く
れ
 

ず
 

駒
 
女
 

参
道
の
つ
つ
じ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
 

一
行
の
目
を
奪
っ
た
の
は
見
上
げ
る
百
 

数
十
段
の
石
階
の
両
側
を
埋
め
る
つ
つ
 

じ
の
見
事
さ
で
し
た
。
 

〇
は
じ
め
て
の
確
に
息
切
れ
つ
つ
じ
寺
 

一 

歩
 

〇
確
の
ぼ
り
つ
め
た
る
所
ラ
ム
ネ
売
る
 

一 

歩
 

郵
便
局
だ
よ
り
 

郵
便
局
の
新
し
い
 

サ
ー
ビ
ス
案
内
 

⑨
速
達
小
包
の
航
空
機
搭
載
 

お
客
様
か
ら
航
空
料
金
を
徴
収
し
な
 

い
で
速
達
小
包
を
航
空
機
で
運
送
し
ま
 

す
。
利
用
区
間
は
、
福
岡
と
東
京
、
大
 

阪
、
札
幌
、
那
覇
間
で
す
。
 

＠
手
紙
と
小
包
郵
便
の
同
時
配
達
 

現
在
小
包
に
は
手
紙
を
入
れ
る
こ
と
 

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
小
包
の
表
面
に
手
 

紙
（
切
手
を
貼
っ
た
定
形
郵
便
物
ま
た
 

は
郵
便
書
簡
）
を
添
付
し
、
小
包
と
同
 

時
に
配
達
し
ま
す
。
 

※
詳
し
く
は
、
赤
池
郵
便
局
郵
便
係
へ
 

間
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

。
2
0
4
0
 

つ
つ
じ
の
ほ
ん
と
う
の
眺
め
は
寺
裏
 

の
山
だ
そ
う
で
す
が
時
間
の
都
合
で
割
 

愛
し
、
山
寺
の
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
に
 

暫
し
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
 

〇
誠
柳
み
高
き
に
を
ま
す
つ
つ
じ
寺
 

く
 
り
 

わ
ら
 

o
本
堂
も
庫
裡
も
藁
屋
根
つ
つ
じ
寺
 

〇
つ
つ
じ
寺
幸
運
の
鐘
撞
き
も
し
て
 

春
 
翁
 

o
つ
つ
じ
い
ま
庭
の
明
る
さ
独
り
占
め
 

天
留
翁
 

え
ん
は
く
し
ょ
 

o
噴
水
の
音
ぺ
た
ぺ
た
と
園
薄
暑
 

一 

歩
 

〇
庫
裡
涼
し
白
緒
の
朴
歯
揃
へ
あ
り
 

駒
 
女
 

o
藁
葺
と
い
ふ
気
安
さ
に
庫
裡
涼
し
 

園
 
女
 

し
ず
 

〇
晩
鐘
の
燃
ゆ
る
つ
つ
じ
の
色
鎮
め
 

〇
紅
し
か
と
白
の
燃
ゆ
る
を
消
し
つ
つ
 

じ
 

〇
白
つ
つ
じ
燃
え
ゆ
く
紅
を
鎮
め
を
り
 

雨
 
亭
 

し
ゃ
く
な
げ
 

O
石
楠
花
の
誇
り
は
万
の
つ
つ
じ
よ
り
 

は
る
の
女
 

戻
り
は
裏
参
道
の
ゆ
る
い
坂
を
下
り
 

ま
し
た
。
 

〇
標
秒
可
霊
気
に
打
た
れ
加
魂
町
 

駒
 
女
 

〇
つ
つ
じ
寺
沸
縁
結
び
祝
ぎ
の
旅
 

は
る
の
女
 

き
ょ
う
は
平
日
だ
っ
た
た
め
か
観
光
 

客
も
す
く
な
く
、
お
か
げ
で
ゆ
っ
く
り
 

植
木
市
で
の
買
物
も
で
き
、
目
的
地
柳
 

川
の
宿
に
五
時
過
ぎ
着
く
こ
と
が
で
き
 

ま
し
た
。
 

つ
づ
く
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斜
剰
制
「
】
 

国
民
年
金
に
加
入
す
れ
ば
将
来
に
備
 

え
て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
納
め
た
く
て
も
生
活
 

が
苦
し
い
な
ど
の
た
め
に
保
険
料
が
納
 

め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
 

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

免
除
の
期
間
で
も
年
金
は
つ
く
 

そ
こ
で
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
 

税
よ
り
ち
ょ
っ
と
お
耳
を
 

報
 

圏
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
 

広
 

第234 号 

八
月
は
、
国
民
健
康
保
険
の
課
税
時
 

期
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
所
得
の
 

申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
く
申
告
 

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

未
申
告
の
場
合
、
本
来
、
国
保
税
の
 

減
額
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
人
 

も
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
そ
の
他
 

不
利
益
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

正
し
い
所
得
の
申
告
を
し
て
、
他
の
 

加
入
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
 

て
く
だ
さ
い
。
所
得
の
な
い
方
も
そ
の
 

旨
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

国
民
健
康
保
険
税
は
各
世
帯
の
前
年
 

中
の
所
得
、
資
産
、
家
族
の
人
数
な
ど
 

か
 

あ
 

報
 

広
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エンゼルクイズ 

【第73回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 
あなたに幸ありますように 

【問 題】 

1 、ヒノト曲「NA! NAI 

歌っているグループは？ 

④たのきんトリォ ⑧シブがき隊 

⑥アマがき隊 

2 .鳥の中で一番大きいのは？ 

④ダチョウ ⑧ワシ ⑥ッル 

3 、 日本国憲法第1条は何について書いてあ 

る？ 

③天皇 ⑧戦争の放棄 ⑥選挙 

4 、プロ野球巨人軍の原選手の背番号はつ 

④ 21 ⑧ 30 ⑥ 8 

5 、新幹線、時速2 1 0kmで走行中、電源を 

切った、だ力でどのくらい走る？ 

③ 10km E 30kn ⑥ 50km 

May l heゆyou ?
収集ボランテイアにご協力を

と
き
は
、
保
険
料
免
除
の
申
請
手
続
き
 

を
し
、
そ
れ
が
承
認
さ
れ
ま
す
と
、
将
 

来
の
年
金
は
保
障
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
老
齢
年
金
の
場
合
、
免
除
を
受
 

け
た
期
間
分
だ
け
1
一3

の
年
金
額
に
な
 

り
ま
す
。
 

7
月
末
ま
で
に
免
除
の
手
続
き
を
 

七
月
末
ま
で
に
免
除
の
手
続
き
を
し
 

ま
す
と
今
年
四
月
分
か
ら
来
年
三
月
分
 

ま
で
の
一
年
分
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
 

ま
す
。
 

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
 

ど
の
任
意
加
入
の
方
に
つ
い
て
は
、
一
」
 

の
免
除
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
 

を
基
礎
に
し
て
課
税
 

さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
 

が
使
っ
た
医
療
費
を
、
 

み
ん
な
で
分
担
し
合
 

う
の
が
国
保
の
し
く
 

み
で
す
。
そ
し
て
、
 

そ
の
税
額
は
、
所
得
 

の
多
い
人
に
は
高
く
、
 

少
な
い
人
に
は
低
く
、
 

こ
れ
が
国
保
の
相
互
 

共
済
の
原
則
で
す
。
 

み
な
さ
ん
が
正
し
 

7月は固定資産税 

2期分の納税月です 

！
い
所
得
の
申
告
を
し
な
い
と
、
国
保
税
 

は
不
公
平
な
も
の
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
 

他
の
人
に
不
当
に
、
余
分
な
負
担
を
負
 

わ
せ
る
結
果
に
も
な
り
ま
す
。
 

健
全
な
国
保
の
運
営
の
た
め
に
も
、
 

納
税
に
は
特
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 。

 

意
く
だ
さ
 

紬
加
「
川
引
一
 

年
金
担
保
貸
付
 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
、
そ
の
年
 

金
を
受
け
る
権
利
を
担
保
に
し
て
融
資
 

を
行
う
制
度
で
す
。
 

■
利
用
で
き
る
方
 

年
金
証
書
の
交
付
を
受
け
て
お
り
、
 

現
に
年
金
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
 

人
（
注
廿
国
民
年
金
の
福
祉
年
金
を
 

受
け
て
い
る
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）
 

■
間
い
合
せ
先
 
年
金
福
祉
事
業
団
の
 

融
資
を
取
り
扱
う
金
融
機
関
ま
た
は
、
 

年
金
福
祉
事
業
団
へ
 

住
宅
金
融
公
庫
を
通
じ
る
貸
付
 

■
貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
る
人
 

〇
現
在
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
 

る
こ
と
。
 

〇
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
み
期
間
、
 

厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
の
被
保
 

険
者
期
間
が
合
わ
せ
て
三
年
以
上
あ
 

る
こ
と
。
 

〇
最
近
二
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
 

い
こ
と
。
 

■
貸
し
付
け
対
象
と
な
る
住
宅
 

〇
被
保
険
者
自
ら
居
住
す
る
た
め
所
有
 

す
る
住
宅
 

■
問
い
合
せ
先
 
住
宅
金
融
公
庫
取
り
 

扱
い
の
金
融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
 

公
庫
福
岡
支
店
 

地区公民館長さんが 

1 マ白石牙争多 

天郷青年の家で20人が参加 

五
月
二
十
九
日
 

の
土
曜
日
か
ら
翌
 

三
十
日
の
日
曜
日
 

に
か
け
て
、
上
野
 

天
郷
青
年
の
家
で
 

地
区
公
民
館
長
一
一
 

十
人
が
参
加
し
て
 

一
泊
研
修
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
毎
年
 

半
数
近
い
館
長
が
 

改
選
さ
れ
て
お
り
 

新
し
い
館
長
さ
ん
 

に
地
区
公
民
館
連
 

合
会
の
組
織
や
運
営
に
つ
い
て
、
 
一
日
 

も
早
く
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
地
 

区
公
連
（
立
花
杉
夫
会
長
）
の
主
催
で
 

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

研
修
会
に
は
、
香
月
町
長
を
は
じ
め
 

池
田
町
議
会
議
長
、
兼
重
教
育
委
員
長
 

以
下
職
員
八
人
が
参
加
、
 

『
地
域
住
民
 

に
と
っ
て
望
ま
し
い
地
区
公
民
館
活
動
 

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
解
 

決
と
対
策
。
指
導
者
と
し
て
の
資
質
の
 

向
上
と
組
織
お
よ
び
活
動
の
充
実
発
展
 

に
努
め
る
。
』
と
い
う
自
的
で
、
四
支
 

所
大
久
保
館
長
、
十
一
支
所
猪
口
館
長
 

十
八
支
所
吉
武
館
長
の
事
例
発
表
を
ま
 

じ
え
、
真
剣
に
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

研
修
終
了
後
、
全
員
で
懇
談
会
を
兼
 

ね
た
自
由
討
議
に
入
り
、
各
館
長
さ
ん
 

た
ち
の
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
 

実
情
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
活
発
に
 

な
さ
れ
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
こ
 

と
が
で
き
、
地
区
公
連
の
今
後
一
層
の
 

飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
一
泊
研
修
会
で
し
 

た。 
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お
年
寄
り
に
 

玉
ネ
ギ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

天
郷
荘
へ
、
上
野
小
学
校
児
童
会
 

【玉ネギを手渡す、浦田君と松岡さん】 

六
月
九
日
、
上
野
小
学
校
児
童
会
の
 

代
表
が
、
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
を
訪
れ
 

お
年
寄
り
に
玉
ネ
ギ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
 

し
ま
し
た
。
 

ホ
ー
ム
を
訪
間
し
た
の
は
、
児
童
会
 

を
代
表
し
た
、
浦
田
健
君
と
舟
岡
ミ
チ
 

エ
さ
ん
、
白
石
教
頭
先
生
と
担
当
の
松
 

岡
先
生
、
東
先
生
で
、
玉
ネ
ギ
は
上
野
 

小
学
校
の
児
童
が
昨
年
十
一
月
、
苗
を
 

植
え
付
け
丹
精
を
込
め
て
育
て
上
げ
た
 

約
三
十
キ
ロ
の
玉
ネ
ギ
で
す
。
 

ホ
ー
ム
で
は
、
藤
野
荘
長
が
さ
っ
そ
 

く
お
年
寄
り
に
披
露
し
、
食
膳
に
添
え
 

ま
し
た
が
、
お
年
寄
り
は
、
幼
な
い
児
 

童
の
心
尽
く
し
に
、
心
か
ら
喜
ん
で
い
 

ま
し
た
。
 

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 

ァ
活
動
に
は
、
大
学
生
、
 

主
婦
、
子
供
会
、
あ
る
 

い
は
小
、
中
学
、
高
校
 

な
ど
で
福
祉
教
育
の
実
 

践
課
題
と
し
て
、
さ
ま
 

ざ
ま
な
人
た
ち
が
参
加
 

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
 

社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
 

た
め
に
、
す
ば
ら
し
い
 

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
中
に
は
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
た
 

め
に
、
せ
っ
か
く
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
 

す
る
意
欲
が
あ
っ
て
も
活
動
に
結
び
つ
 

け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
 

r
。 

そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
人
た
ち
で
 

も
、
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
 

ま
た
、
体
力
的
に
も
、
老
人
か
ら
子
供
 

ま
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
を
す
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
 
「
だ
れ
で
も
」
、
 

「
ど
こ
 

で
も
」
、
 

「
い
つ
で
も
」
実
生
活
の
な
 

か
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
 

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
 

例
え
ば
、
ど
こ
の
家
庭
や
、
職
場
に
 

も
あ
る
「
使
用
済
み
の
切
手
」
や
商
店
 

な
ど
で
買
っ
た
商
品
の
箱
や
袋
に
つ
い
 

て
い
る
 
「
ベ
ル
マ
ー
ク
」
、
 

「
ロ
ー
タ
 

ス
ク
ー
ポ
ン
」
 
な
ど
、
そ
れ
ら
は
、
だ
 

れ
も
が
、
ち
よ
つ
と
気
を
付
け
れ
ば
目
 

に
ふ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
を
集
め
て
、
 

学
校
の
教
育
設
備
を
良
く
し
た
り
、
発
 

展
途
上
国
の
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
f
 

供
た
ち
を
救
護
し
た
り
し
よ
う
と
い
う
 

発
想
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
 
「
収
集
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ァ
」
活
動
な
の
で
す
。
 

使
用
済
み
の
古
切
手
や
、
ロ
ー
タ
ス
 

ク
ー
ポ
ン
は
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
を
通
 

じ
、
発
展
途
L
国
の
f
供
た
ち
へ
の
救
 

援
物
資
と
し
て
送
ら
れ
た
り
、
地
元
の
 

地
域
福
祉
づ
く
り
に
役
立
つ
、
車
イ
ス
 

や
福
祉
機
器
の
調
達
な
ど
に
大
き
く
活
 

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

私
た
ち
赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
 

赤
池
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
 

は
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
福
祉
要
求
に
 

対
応
で
き
る
よ
う
福
祉
資
材
の
整
備
き
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
は
か
る
た
め
、
 

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
求
め
て
 

い
ま
す
。
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

〇
連
絡
先
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
。
4
6
4
6
 

〇
収
集
の
し
か
た
 

古
切
手
、
ロ
ー
タ
ス
ク
ー
ポ
ン
、
ベ
 

ル
マ
ー
ク
、
い
ず
れ
も
周
囲
ー
セ
ン
チ
 

く
ら
い
の
余
白
を
残
し
て
紙
ご
と
切
り
 

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
 
あ
る
程
度
た
ま
っ
 

た
ら
、
集
め
に
参
り
ま
す
の
で
連
絡
く
 

だ
さ
い
。
 

「
か
え
る
の
学
校
」
 

参
加
者
募
集
 

多
発
す
る
夏
休
み
期
間
中
の
学
童
の
 

水
難
事
故
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
 

と
、
お
よ
び
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
伝
 

承
あ
そ
び
」
を
習
得
さ
せ
、
あ
る
い
は
、
 

地
域
社
会
に
お
け
る
日
常
の
生
活
を
児
 

童
み
ず
か
ら
体
験
し
、
見
聞
す
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
社
会
性
を
身
 

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
 

り
「
か
え
る
の
学
校
」
の
参
加
者
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
開
校
期
日
 

8
月
 18 

日
か
ら
8

月
 28 

日
ま
で
 

▽
会
場
 
赤
池
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
対
象
 

母
子
、
父
子
家
庭
の
児
童
、
 

両
親
と
も
に
働
い
て
い
る
家
庭
の
児
 

童
、
お
よ
び
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人
 

▽
定
員
 

20 

人
 

▽
内
容
 
午
前
中
は
学
習
を
中
心
と
し
 

た
室
内
活
動
、
午
後
は
レ
ク
リ
エ
ー
 

、
ン
ョ
ン
、
野
外
活
動
 

▽
申
し
込
み
 

7
月
 31 

日
ま
で
に
赤
池
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
電
話
で
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

。
4
6
4
6
 

・

【

 、
、
 

山
 

【応募の要領】 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、 7 月15日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3 名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題．3 C 

【第72回の解答】 

1 ④ 2⑥ 3④ 4⑧ 5⑧ 

【正解者】 

前回の応募総数10通のうち、正解は6 通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3 名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

ト原 栄子 （大久保） 

ト大庭堅司 （赤池） 

ト浦田繁弘 （大谷） 

I 
~態 

〔休 館 日〕 

5日，12日，19日，26日 

〔演 芸 日〕 

1日，4日，8日，11日，15日 

18日，22日，25日，29日 

〔仏教法話〕 

×14 日困午前11時から 

〔心配ごと相談日〕 

7日，17日，27日 

午前10時～午後3時 

〔福祉バス運行日〕 

月曜日を除く毎日 

（ただし祝祭日、休館日は 
仕ユ」フでナ、 

 ノ 

× 
」

 

」

 

一 
一 

一 
一 

一 
一 

一 
一 

一 
一 

「

 

」

 

一 
一 

一 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
三
浦
 
義
明
（
伏
原
）
 

金
一
封
 
小
松
サ
ョ
コ
（
大
浦
）
 

金
一
封
 
永
未
ス
ズ
子
（
常
福
）
 

金
一
封
 
安
永
 
正
和
（
山
崎
）
 

金
一
封
 
塩
田
キ
ミ
コ
（
徳
人
原
〕
 

（
六
月
十
六
日
現
在
 

敬
称
略
）
 

※
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
 

福
祉
バ
ス
は
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日
 

は
運
行
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
 

月
か
ら
月
曜
日
を
除
い
て
毎
日
運
行
し
 

て
い
ま
す
。
 

（
た
だ
し
祝
祭
日
、
休
館
 

日
は
休
み
）
 

引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 



け
 

い
ま
す
の
で
、
ま
だ
、
更
新
を
さ
れ
て
 

か
 

▽
手
続
き
場
所
 
役
場
住
民
福
祉
課
福
 

あ
 

報
 

の
老
人
医
療
証
（
水
色
）
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老
人
医
療
費
 

受
給
者
証
の
更
新
 

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
お
早
目
に
 

今
ま
で
の
受
給
者
証
（
水
色
）
の
有
 

効
期
限
は
、
六
月
三
十
日
で
終
了
し
て
 

、
 

な
い
方
は
、
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
 

‘し 

だ
さ
い
。
 

祉
係
 
窓
口
7
番
 

▽
持
参
す
る
も
の
 

保
険
証
と
今
ま
で
 

身
体
障
害
者
（
児
）
 巡

回
相
談
 

昭
和
五
十
七
年
度
身
体
障
害
者
囲
巡
 

回
相
談
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 
昭
和
 57 

年
7
月
 15 

日
因
 
午
 

前
 10 

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
 

▽
場
所
 
金
田
町
町
民
会
館
 

胃
0
9
4
7
2
②
2
2
0
0
 

▽
そ
の
他
 

〇
戦
傷
病
者
巡
回
相
談
は
7
月
8
日
大
 

任
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

o
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
・
再
交
付
申
 

請
者
は
、
当
日
写
真
ま
た
は
写
真
代
 

（
実
費
）
を
用
意
く
だ
さ
い
。
 

〇
印
鑑
・
手
帳
は
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。
 

移
動
県
政
相
談
 

福
岡
県
で
は
、
次
の
よ
う
に
移
動
県
 

政
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
 

年
金
、
福
祉
、
道
路
、
河
川
、
衛
生
、
 

公
害
、
消
費
生
活
、
交
通
事
故
な
ど
の
 

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

o
と
き
 

7
月
 20 

日
因
 

10 

時
か
ら
 15 

時
ま
で
 

o
と
こ
ろ
 
田
川
市
役
所
3
階
会
議
室
 

な
お
、
詳
し
く
は
、
県
総
務
部
広
報
 

室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

呑
0
9
2

(
6
5
1

)
1
2
3
4
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

へ
の
お
さ
そ
い
（
女
性
）
 

美
容
と
健
康
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
な
 

さ
い
ま
せ
ん
か
。
 

▽
練
習
日
 
毎
週
第
一
・
第
三
土
曜
日
 

午
後
8
時
か
ら
 10 

時
ま
で
 

▽
練
習
場
所
 
町
民
会
館
 

▽
申
し
込
み
 
教
育
委
員
会
に
用
紙
を
 

用
意
し
て
い
ま
す
。
 

▽
講
師
 

長
谷
川
恵
久
氏
・
黒
土
孝
司
 

氏
 狩

猟
免
許
試
験
・
講
習
 

①
試
験
 
福
岡
県
に
住
所
を
有
す
る
、
 

20 

歳
以
上
の
方
で
初
め
て
狩
猟
を
し
 

よ
う
と
す
る
人
 

〇
甲
種
廿
銃
器
以
外
の
方
法
で
狩
猟
す
 

る
者
 

乙
種
甘
銑
器
（
空
気
銃
、
ガ
 

ス
銃
を
除
く
）
を
使
用
し
て
狩
猟
す
 

る
者
 
丙
種
廿
空
気
銃
、
ガ
ス
銃
を
 

使
用
し
て
狩
猟
す
る
者
 

②
講
習
 

〇
経
験
者
廿
昭
和
 53 

年
度
に
旧
法
の
狩
 

猟
免
許
を
取
得
し
、
現
在
ま
で
狩
猟
 

者
講
習
を
受
け
て
い
な
い
人
 

o
更
新
者
ー
昭
和
 54 

年
度
に
狩
猟
免
許
 

試
験
お
よ
び
狩
猟
者
講
習
を
受
け
、
 

狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
試
験
ま
た
は
講
習
 

開
催
日
の
 13 

日
前
ま
で
に
、
猟
友
会
 

支
部
に
申
し
込
み
、
同
支
部
は
申
請
 

書
を
所
管
農
林
事
務
所
に
 10 

日
前
ま
 

で
に
提
出
す
る
こ
と
。
 

▽
講
習
日
・
場
所
 

o
7

月
 16 

日
直
方
市
民
会
館
 

O
8
月
3

日
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

O
8
月
 10 

日
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

〇
8
月
 18 

日
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

〇
8

月
 26 

日
飯
塚
文
化
セ
ン
タ
ー
 

▽
試
験
日
・
場
所
 

〇
9

月
7

日
 
飯
塚
総
合
会
館
・
北
九
 

州
ハ
イ
ッ
 

o
 10 

月
5

日
 
飯
塚
総
合
会
館
 

▽
他
試
験
・
講
習
場
お
よ
び
内
容
の
問
 

い
合
せ
は
、
飯
塚
農
林
事
務
所
林
務
 

課
へ
 

廿
0
9
4
8
2
③
4
1
1
1
 

第
 12 

回
福
岡
県
青
年
の
船
に
乗
 

船
し
訪
中
し
た
四
人
の
方
の
感
想
 

を
掲
載
す
る
予
定
で
し
た
が
、
都
 

合
に
よ
り
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
し
た
。
 

広
報
係
 

hー
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I
り
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展急センターは急患の応急的な診療をするところです。 

病気になフたら、まず、かかりつけの医師か病院へ。 

診療日 診療時間 診療科目 

日曜日， および 

国民の祝日 

8月14日，15日 

12月31日 

1月1日，2日，3日 

昼間 

〇受付時間 

9:00-11:30 

13:00-16 : 30 

夜間 

0 受付時間 

18:00-22 : 30 

昼間 
内科（小児科）・ 

外科 

夜間 
内科（小児科） 

田川市郡の市町村が共同で設置した 「休日救急医療セ 

ンター」 は、みなさんが急病になられたり、事故など 

で負傷された時に、応急に診療を行なっている施設で 

すが、近頃は急患以外の方の利用が増え、センター本 

来の使命が十分に発揮されない事態が起っています。 

センターの目的を十分ご理解のうえ、ご利用ください。 

× ※セノター の住所 田川市新町11番47号 

イ 
×

一

は

必

ず

 

暑くなるにつれ、ゴミの腐敗が 
早くなり、収集日前日などに出し 
たゴミは、野犬などが食い散らし 
悪臭などのため近くの人は大変迷 
惑しています。 

ゴミは、燃えるもの燃えないも 
のを区別して指定された場所に、 
必ず収集日の朝出すようにしまし 
よう。 
なお、ポリ袋は、役場衛生係で、 

10枚80円でおわけします。 

指

定

日

の

朝

に

出

し

ま

し

よ

う

 

ごみ収集場所も 

田
川
地
区
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
 

容
0
9
4
7
4
⑤
 ！
ノ
・
‘
ー
a
J
a
J
 

ンノ 


